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Informatization and Productivity of Distribution Industry in Korea
—Estimates of ICT Capital Stock and Labor Input—
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流通産業 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年
日本
卸小売業 13.9 14.3 14.4 14.4 14.4 13.3 13.2 13.0 12.7 12.7 
運輸業 4.9 4.8 4.4 4.4 4.4 4.4 4.2 4.2 4.1 4.1 
韓国
卸小売業 8.1 8.2 8.0 7.5 7.8 7.9 7.9 7.8 7.3 6.9 













流通産業 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年
日本
卸売業 8.7 8.7 8.5 8.7 8.9 8.8 8.7 8.4 8.1 8.1 
小売業 12.7 12.9 13.1 13.1 13.2 13.2 13.3 13.3 13.4 13.5 
運輸業 5.9 5.8 5.7 5.5 5.5 5.5 5.4 5.4 5.3 5.3 
韓国
卸売業 6.0 5.4 5.6 5.7 5.8 5.9 5.6 5.7 5.7 5.6
小売業 12.6 12.1 12.6 12.5 12.4 12.5 12.0 12.2 11.6 11.2 
運輸業 5.3 5.4 5.3 5.6 5.7 5.6 5.9 5.9 5.8 5.8 
出所：総務省「平成18年情報通信白書」，韓国の統計庁「卸小売業統計調査」のデータをもとに筆者作成





























表 1日本と韓国の流通産業の実質 GDP の推移（2000 年基準）              (単位：％） 
 
出所：総務省「平成 18 情報通信白書」,韓国銀行のデータをもとに筆者作成 
 
 
表 2日本と韓国の流通産業の従業員数の推移                           （単位：％） 
 
出所：総務省「平成 18 情報通信白書」,韓国の統計庁「卸小売業統計調査」のデータをもとに筆者作成 
 










流通産業 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年
卸小売 13.9 14.3 14.4 14.4 14.4 13.3 13.2 13.0 12.7 12.7
運輸 4.9 4.8 4.4 4.4 4.4 4.4 4.2 4.2 4.1 4.1
卸小売 8.1 8.2 8.0 7.5 7.8 7.9 7.9 7.8 7.3 6.9
運輸・倉庫 4.4 4.3 4.5 4.5 4.5 4.7 4.7 4.6 4.5 4.5
日本
韓国
流通産業 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年
卸売 8.7 8.7 8.5 8.7 8.9 8.8 8.7 8.4 8.1 8.1
小売 12.7 12.9 13.1 13.1 13.2 13.2 13.3 13.3 13.4 13.5
運輸 5.9 5.8 5.7 5.5 5.5 5.5 5.4 5.4 5.3 5.3
卸売 6.0 5.4 5.6 5.7 5.8 5.9 5.6 5.7 5.7 5.6
小売 12.6 12.1 12.6 12.5 12.4 12.5 12.0 12.2 11.6 11.2






























































1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年
事業者数 (個、A) 145,173 155,773 177,303 189,452 176,368 195,188 205,321 205,442 207,211
従業員数 (名、B) 644,356 642,331 743,620 798,471 746,418 827,120 832,354 825,077 848,961
販売額 (百万ウォン,C) 123,878,152 119,253,805 194,142,065 210,055,129 248,395,923 249,592,147 250,643,084 262,281,186 292,741,674
建物面積 (㎡,D) 24,626,771 19,487,736 24,123,454 25,937,101 9,825,225 27,790,868 30,144,698 32,158,637 31,312,225
事業者一店舗当り従
業員数（名,B/A） 4.44 4.12 4.19 4.21 4.23 4.24 4.05 4.02 4.10
事業者一店舗当り販
売額（百万ウォン,C/A) 853.31 765.56 1094.97 1108.75 1408.40 1278.73 1220.74 1276.67 1412.77
従業員一人当り販売
額（百万ウォン,C/B) 192.25 185.66 261.08 263.07 332.78 301.76 301.13 317.89 344.82
事業者一店舗当り建









































1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年
事業者数（個、A） 761,753 719,640 731,902 727,233 659,046 703,686 689,089 672,852 620,926
従業員数（名、B） 1,696,928 1,555,127 1,602,051 1,694,746 1,572,440 1,788,613 1,706,835 1,656,138 1,517,494
販売額（百万ウォン，C） 126,483,081 117,555,542 142,090,052 159,610,021 172,254,606 192,387,981 180,961,303 185,094,604 205,039,426
建物面積（m2，D） 50,032,413 44,089,295 46,894,580 47,048,419 38,779,871 53,140,804 60,921,432 61,199,541 56,313,599
事業者一店舗当り従業員数
（名，B/A） 2.23 2.16 2.19 2.33 2.39 2.54 2.48 2.46 2.44 
事業者一店舗当り販売額
（百万ウォン，C/A） 166 163 194 219 261 273 263 275 330 
従業員一人当り販売額
（百万ウォン，C/B） 75 76 89 94 110 108 106 112 135 
事業者一店舗当り建物面積
（m2，D/A） 65.7 61.3 64.1 64.7 58.8 75.5 88.4 91.0 90.7 
出所：統計庁「卸小売業統計調査」，「卸小売業及びサービス総調査」のデータをもとに筆者作成
表 3　韓国の卸売業の現状
1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年
事業者数（個，A） 145,173 155,773 177,303 189,452 176,368 195,188 205,321 205,442 207,211 
従業員数（名，B） 644,356 642,331 743,620 798,471 746,418 827,120 832,354 825,077 848,961 
販売額（百万ウォン，C） 123,878,152 119,253,805 194,142,065 210,055,129 248,395,923 249,592,147 250,643,084 262,281,186 292,741,674 
建物面積（m2，D） 24,626,771 19,487,736 24,123,454 25,937,101 9,825,225 27,790,868 30,144,698 32,158,637 31,312,225 
事業者一店舗当り従業員数
（名，B/A） 4.4 4.1 4.2 4.2 4.2 4.2 4.1 4.0 4.1 
事業者一店舗当り販売額
（百万ウォン，C/A） 853 766 1,095 1,109 1,408 1,279 1,221 1,277 1,413
従業員一人当り販売額
（百万ウォン，C/B） 192.25 185.66 261.08 263.07 332.78 301.76 301.13 317.89 344.82
事業者一店舗当り
建物面積（m2，D/A） 169.6 125.1 136.1 136.9 55.7 142.4 146.8 156.5 151.1 
出所：統計庁「卸小売業統計調査」，「卸小売業及びサービス総調査」のデータをもとに筆者作成















及率は卸売業 1 ％，小売業 3 ％である。
表 5　韓国の従業員・店舗規模・組織形態別の卸小売業の現状 （単位：％）
卸売業 小売業
1997年 1998年 1999年 2000年 2002年 2003年 2004年 1997年 1998年 1999年 2000年 2002年 2003年 2004年
従業員
規模別
1 ― 4 名 66.6 79.9 80.7 84.6 69.6 82.2 81.4 84.8 93.5 93.8 94.8 90.9 94.3 93.9
5 ― 9 名 18.7 13.6 11.1 10.8 15.4 12.5 12.7 9.5 4.2 3.2 3.1 4.6 3.7 4.1
10―19名 8.6 4.2 5.0 3.3 7.5 3.5 4.0 3.6 1.4 1.6 1.5 2.2 1.3 1.3
20名以上 6.1 2.3 3.1 1.2 7.4 1.7 2.0 2.2 0.9 1.4 0.6 2.3 0.7 0.7
店　舗
面積別
30m2未満 26.2 35.3 37.5 37.4 30.0 35.4 32.3 39.3 48.7 47.6 47.5 45.8 43.9 41.5
30m2―50m2 18.0 19.4 18.4 19.1 17.7 20.4 18.8 21.5 23.9 24.6 26.2 24.7 26.9 25.0
50m2―100m2 22.1 21.8 20.2 20.1 20.5 19.9 21.0 15.4 14.5 15.7 15.1 17.2 17.8 19.9
100m2―300m2 20.3 15.7 15.2 15.5 19.0 16.0 17.5 14.1 9.0 8.0 7.6 8.8 8.7 10.4
300m2以上 13.5 7.9 8.7 7.9 12.8 8.2 10.3 9.5 3.9 4.1 3.7 3.5 2.7 3.2
組　織
形態別
個人経営 75.3 83.4 82.2 81.2 70.8 81.0 78.2 94.1 96.1 96.6 95.3 94.1 96.5 95.4
会社法人 23.0 15.7 17.6 18.3 27.8 18.2 20.9 4.9 2.7 2.7 3.6 5.4 3.0 4.3
会社以外法人 1.7 0.7 0.2 0.3 1.2 0.7 0.9 1.0 1.1 0.4 0.9 0.4 0.4 0.3
非法人団体 0.0 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1 0.0 0.0 0.1 0.3 0.2 0.1 0.1 0.0
出所：統計庁「卸小売業統計調査」のデータをもとに筆者作成
表 6  韓国の卸小売業のコンピューター及び流通機器の普及率12） （単位：％）
卸売業 小売業
1998年 1999年 2000年 2002年 2003年 1998年 1999年 2000年 2002年 2003年
コンピューター 76.3 79.2 69.2 79.1 70.9 31.4 29.9 40.3 39.2 36.3 
POSシステム 1.6 1.5 0.7 2.0 0.7 5.4 5.3 3.9 5.3 4.5 




出所： 韓国の統計庁「卸小売業統計調査」，日本の経済産業省「商業統計表」，U. S. Census 









図 3 韓国・日本・米国の流通の多段階性（WR 比率）2 
 
出所：韓国の統計庁「卸小売業統計調査」,日本の経済産業省「商業統計表」,U.S. Census Bureau－Retail 







                                                  
2 WR 比率＝卸売業の販売額/小売業の販売額 
1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年
事業者数 (個、A) 761,753 719,640 731,902 727,233 659,046 703,686 689,089 672,852 620,926
従業員数 (名、B) 1,696,928 1,555,127 1,602,051 1,694,746 1,572,440 1,788,613 1,706,835 1,656,138 1,517,494
販売額 (百万ウォン,C) 126,483,081 117,555,542 142,090,052 159,610,021 172,254,606 192,387,981 180,961,303 185,094,604 205,039,426
建物面積 (㎡,D) 50,032,413 44,089,295 46,894,580 47,048,419 38,779,871 53,140,804 60,921,432 61,199,541 56,313,599
事業者一店舗当り従
業員数（名,B/A） 2.23 2.16 2.19 2.33 2.39 2.54 2.48 2.46 2.44
事業者一店舗当り販
売額（百万ウォン,C/A) 166.04 163.35 194.14 219.48 261.37 273.40 262.61 275.09 330.22
従業員一人当り販売
額（百万ウォン,C/B) 74.54 75.59 88.69 94.18 109.55 107.56 106.02 111.76 135.12
事業者一店舗当り建
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実質化 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数
























































































































































































































































































































実質化 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数


































































































































































































実質化 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数




























































































































































































































































































































































実質化 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数
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実質化 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数 生産者物価指数
価　格
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4 道路,鉄道などの社会間接資本は除く. 
ソフトウェアの固定資本形成の推計 
（1990 年,1995 年） 
購買者価格ベースの固定資本マトリックスの集計 





















韓国の流通産業における情報通信技術の活用と成長要因分析 ― 9 ―― 8 ―
(009)
となっているが，以下の理由で，実際のソフト
ウェアの中間投入の金額は 0 にならない。第 1
に，50万 ウ ォ ン 以 下 の 場 合， 第 2 に， コ ン
ピューターや他の装備に内装などに使われる場







































（ソフトウェア） A B C 0
付加価値 D E F
固定資本形成の処理後




（ソフトウェア） 0 0 0 A+B+C
























































































告書は，1955年に初めて作成し，その後は 3 ， 8 で終わる
年に作成している。調査範囲は鉱業，製造業，電気・ガ
ス・水道事業の従業員 1 人以上事業体である。
















































価格基準 購買者価格 生産者価格 購買者価格



















































































ない場合は,1990 年,1995 年,2000 年,2003 年の固定資本マトリックスの比率によって産業
部門を分ける.また,産業総調査報告書と鉱工業統計調査報告書は,韓国標準産業分類（以下
KSIC）によって産業が分類されている.KSIC は,UN の国際標準産業分類を基礎とした分類で













95)9095(90 IOrIDRIO                           (1) 
ただし,IO90 と IO95 は 1990 年と 1995 年の固定資本マトリックス,IDR9095 は 1990 年




                                                  




































26）KSICの 改 正 年 は，1965年，1968年，1970年，1975年，
1984年，1991年，1998年，2000年，2009年である。 27）デフレーター＝名目総固定資本形成／実質総固定資本形成













の「有形資産残額」（Amount of tangible assets 










































1990 1.34 1.11 11.20 1.77 1.14 0.76 0.74 0.89 0.61
1991 1.35 1.10 9.48 1.75 1.10 0.77 0.74 0.93 0.67
1992 1.34 1.12 6.79 1.72 1.07 0.78 0.77 0.95 0.71
1993 1.34 1.15 5.26 1.65 1.08 0.76 0.81 0.95 0.74
1994 1.30 1.18 3.28 1.50 1.08 0.78 0.83 0.97 0.79
1995 1.21 1.19 2.40 1.30 1.06 0.81 0.85 0.98 0.78
1996 1.19 1.20 2.11 1.22 1.02 0.84 0.87 0.98 0.86
1997 1.18 1.20 2.15 1.12 1.02 0.83 0.89 0.97 0.92
1998 1.19 1.19 1.85 1.21 1.03 0.94 1.03 1.03 1.01
1999 1.13 1.01 1.47 1.11 1.02 0.97 1.03 1.01 1.00
2000 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00
2001 0.97 0.91 0.79 0.68 0.96 0.99 0.99 1.00 1.00
2002 0.93 0.80 0.62 0.52 0.92 0.98 0.98 0.97 1.03
2003 0.85 0.79 0.51 0.39 0.88 1.03 0.96 0.89 1.06
2004 0.78 0.77 0.46 0.34 0.86 1.05 1.00 0.84 1.06























る.国富統計調査報告書の資本財別の分類では,資本ストックを ICT 資本ストックと非 ICT
資本ストックに分離が出来ないため,ICT 資本ストックを推計するのが不可能である.その





投資が,その後 15 年間の投資の平均増加率で伸びてきたと仮定して,1990 年の初期時点の
ICT資本ストックを算出する.次に,非ICT資本ストックの推計は次のようにする.基準時点
の非 ICT 資本ストックは,97 年の国富統計調査報告書を利用して ICT 資本ストックを差し












90                                                                (2) 
ただし, 91ICTI は1991年のICT投資額, ICTg は1991年から2005年までのICT投資の平均増加
率, ICTδ は ICT 資本財の減価償却率である.作成した初期時点の ICT 資本ストックを用いて






ICT IKδK  1)1(                             (3) 
1997 年の非 ICT 資本ストック( 97 ICTnonK  )は次のようにして求める. 
979797
ICTnonICT KKK                                                              (4) 
ただし, 97K は 1997 年の国富統計調査報告書を用いて作成した資本ストックである. 
　　　　　　　　　　 ⑵








告書の「有形資産残額」（Amount of tangible assets at end of year）を利用する二つ
方法がある.しかし,鉱工業統計調査報告書の場合,鉱業と製造業のみを対象としているの




る.国富統計調査報告書の資本財別の分類では,資本ストックを ICT 資本ストックと非 ICT
資本ストックに分離が出来ないため,ICT 資本ストックを推計するのが不可能である.その
ため,作成した毎年の投資額と減価償却率を利用して初期時点の 1990 年の ICT 資本ストッ
クを推計する.次に,毎年の投資額と初期時点の ICT 資本ストックを用いてベンチマーク法
によって毎年 ICT 資本ストックを推計する.その際,減価償却率は,税法改正によって残存
価値は 5％にし,97 年国富統計調査報告書の民間企業産業別資産別平均耐用 数を用いて
測定する.つまり,ICT資本ストックの増加率が一定であるという仮定し,1990年以前のICT
投資が,その後 15 年間の投資の平均増加率で伸びてきたと仮定して,1990 年の初期時点の
ICT資本ストックを算出する.次に,非ICT資本ストックの推計は次のようにする.基準時点
の非 ICT 資本ストックは,97 年の国富統計調査報告書を利用して ICT 資本ストックを差し












90                                                                (2) 
ただし, 91I TI は1991年のICT投資額, ICTg は1991年から2005年までのICT投資の平均増加
率, ICTδ は ICT 資本財の減価償却率である.作成した初期時点の ICT 資本ストックを用いて






ICT IKδK  1)1(                            (3) 
1997 年の非 ICT 資本ストック( 97 ICTnonK  )は次のようにして求める.
979797
ICTnonICT KKK                                                              (4) 












る.国富統計調査報告書の資本財別の分類では,資本ストックを ICT 資本ストックと非 ICT
資本ストックに分離が出来ないため,ICT 資本ストックを推計するのが不可能である.その





投資が,その後 15 年間の投資の平均増加率で伸びてきたと仮定して,1990 年の初期時点の
ICT資本ストックを算出する.次に,非ICT資本ストックの推計は次のようにする.基準時点
の非 ICT 資本ストックは,97 年の国富統計調査報告書を利用して ICT 資本ストックを差し












90                                                                (2) 
ただし, 91ICTI は1991年のICT投資額, ICTg は1991年から2005年までのICT投資の平均増加
率, ICTδ は ICT 資本財の減価償却率である.作成した初期時点の ICT 資本ストックを用いて






ICT IKδK  1)1(                             (3) 
1997 年の非 ICT 資本ストック( 97 ICTnonK  )は次のようにして求める. 
979797
ICTnonICT KKK                                                              (4) 
















ICTnon IKδK    1)1(                       (5) 
その際に,減価償却率は,1997 年の韓国の国富統計調査報告書の「民間企業産業別資産別
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表 14 は,2000 年の固定資本マトリックスを用いて全投資に対して ICT 投資の割合をソフ
トウェア投資を含まない場合と含む場合に分けて比較してみたものである.卸小売業で
は,ICT 投資が 13.1%から 24.3%で 11.2%も上がる.運輸業では,3.6％から 4.9％で 1.3%上が
                                                  
30 1996 年以前はベンチマーク法を逆算して推計する. 
31 シン(1998)によると,情報機器の耐用年数は 4 年,通信機器及び部品は 8 年,これらの加重平均値の 6.6
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ICT投資額 ICT投資率 ICT投資額 ICT投資率 ICT投資額 ICT投資率
百万ウォン ％ 百万ウォン ％ 百万ウォン ％
1 農林水産業 233,667 7.2 235,443 7.2 271,204 8.5 
2 鉱産品 4,702 3.0 4,886 3.1 17,269 10.8 
3 飲食料品 198,191 9.9 501,836 25.1 544,970 27.3 
4 繊維・皮製品 210,188 8.8 338,992 14.2 379,101 15.6 
5 木材・紙製品 67,939 7.4 82,775 9.0 92,508 10.0 
6 コピー・出版・複製　 249,845 21.6 336,255 29.1 374,982 31.8 
7 石油・石炭製品 64,118 10.7 193,543 32.4 207,313 34.9 
8 化学製品 827,399 17.3 1,109,403 23.2 1,316,225 27.1 
9 非金属鉱物製品 239,201 11.8 252,061 12.5 311,619 15.2 
10 第1次金属 411,338 12.4 439,002 13.3 534,248 15.7 
11 金属製品 62,576 4.7 109,943 8.3 122,296 9.1 
12 一般機械 286,481 16.1 586,228 32.9 661,150 36.4 
13 電気機械・装置 260,037 23.5 305,549 27.6 365,061 32.4 
14 電子機器部品 2,141,307 17.5 2,545,291 20.8 3,106,075 24.1 
15 映像・音響・通信機器 608,650 28.7 821,839 38.7 936,346 43.8 
16 コンピューター・事務用機器 505,122 50.2 613,599 61.0 700,577 69.0 
17 家庭用機器 104,030 21.8 128,297 26.9 152,181 31.4 
18 精密機械 89,537 16.7 167,852 31.3 191,021 35.2 
19 輸送装備 1,169,655 27.0 1,369,714 31.6 1,618,041 36.5 
20 家具・その他製造業製品 56,462 10.0 103,445 18.3 111,633 19.8 
21 電力・ガス・水道産業 450,968 16.3 675,868 24.4 815,044 29.0 
22 建設業 210,694 10.8 447,279 22.9 488,860 24.9 
23 卸小売業 888,983 13.1 1,648,928 24.3 1,793,770 26.6 
24 飲食店・宿泊 477,077 7.9 488,948 8.1 544,671 9.0 
25 運輸業 389,338 3.6 528,507 4.9 602,528 5.7 
26 通信・放送 7,214,033 65.0 7,837,696 70.6 8,777,797 80.1 
27 金融・保険 1,644,229 35.9 3,141,145 68.5 3,393,456 75.1 
28 不動産 84,163 9.5 256,080 28.8 272,346 30.9 
29 事業サービス 985,611 29.6 1,555,085 46.7 1,793,296 53.6 
30 公共行政・国防 947,526 12.2 1,323,629 17.0 1,519,293 18.9 
31 教育・研究機関 2,341,331 36.7 3,471,433 54.4 4,036,986 62.2 
32 医療・保建・社会保障制度 1,303,328 45.5 1,584,259 55.3 2,010,972 65.7 
33 文化・娯楽サービス 1,243,818 41.1 1,298,319 42.9 1,466,414 48.5 
34 その他　 179,558 13.1 223,902 16.3 248,544 18.1 
合計 26,151,102 14.4 34,727,031 19.1 39,777,798 34.0
出所：2000年産業連関表の付帯表「卸小売マージン表」，「貨物運賃表」，「固定資本マトリックス」と推計結果により筆者作成
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そして,労働の質の変化率と各構成の寄与は次のように求める. 
   
：労働の質Q
tHtHtLtLtQtQ )1(ln)(ln)1(ln)(ln)1(ln)(ln 
                        (9) 
労働の質の変化に対する性,学歴,年齢の寄与は次のように求める. 
   
   



























業の各年ともに 100 とし,値が高ければ労働の質が高いことになる. 
 
表 16 就業者ベースの労働の質の指標 
 
年 全産業 製造業 卸小売業 運輸業
1993 100 102.2 92.7 103.1
1994 100 103.0 92.6 102.8
1995 100 103.4 91.3 102.1
1996 100 104.0 95.7 102.3
1997 100 105.1 96.8 100.9
1998 100 104.5 94.5 100.7
1999 100 105.1 93.3 103.7
2000 100 104.8 94.7 103.9
2001 100 105.8 96.2 103.2
2002 100 108.2 97.6 96.6
2003 100 107.2 98.5 95.3
2004 100 108.6 97.3 95.5
2005 100 109.9 97.7 96.2
28 
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構成で加重平均して産業ご の単位賃金額を求め,こ を の指標とみなした 全産
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業の各年ともに 100 とし,値が高ければ労働の質が高いことになる. 
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年 全産業 製造業 卸小売業 運輸業
3 2 2 2 3 1
4 3.0 2.6 2.8
5 3.4 1.3 2.1
6 4.0 5.7 2.3
1997 5.1 6.8 0.
1998 4.5 4.5 0.7
1999 5.1 3.3 103.7
0 4.8 4.7 103.9
1 5.8 6.2 103.2
2 8.2 .6 .6
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業の各年ともに 100 とし,値が高ければ労働の質が高いことになる. 
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994 100 103.0 92.6 102.8
995 100 103.4 91.3 102.1
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2 04 100 108.6 97.3 95.5
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構成で加重平均して産業ご の単位賃金額を求め,こ を の指標とみなした 全産
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構成で加重平均して産業ご の単位賃金額を求め,こ を の指標とみなした.全産
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業の各年ともに 100 とし,値が高ければ労働の質が高いことになる. 
 
表 16 就業者ベースの労働の質の指標 
 
年 全産業 製造業 卸小売業 運輸業
93 2 2 2 7 3 1
4 3 0 2 6 2 8
1995 3 4 1 3 2 1
1996 4 0 5 7 2 3
1997 5 6 8 100.9
1998 4 5 4 100.7
1999 5 1 3 103.7
0 4 8 4 103.9
2001 100 105.8 96.2 103.2
2002 100 108.2 97.6 96.6
2003 100 107.2 98.5 95.3
2004 100 108.6 97.3 95.5
2005 100 109.9 97.7 96.2
28 
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構成で加重平均して産業ご の単位賃金額を求め,こ を の指標とみなした.全産
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業の各年ともに 100 とし,値が高ければ労働の質が高いことになる. 
 
表 16 就業者ベースの労働の質の指標 
 
年 全産業 製造業 卸小売業 運輸業
1 93 2 2 2 7 1
1994 3 0 2 102.8
1995 3 4 1 3 102.1
1996 4 0 5 7 102.3
1997 5 1 6 8 100.9
1998 100 104.5 94.5 100.7
1999 100 105.1 93.3 103.7
2000 100 104.8 94.7 103.9
2001 100 105.8 96.2 103.2
2002 100 108.2 97.6 96.6
2003 100 107.2 98.5 95.3
2004 100 108.6 97.3 95.5



















































年 全産業 製造業 卸小売業 運輸業
1993 100 102.2 92.7 103.1 
1994 100 103.0 92.6 102.8 
1995 100 103.4 91.3 102.1 
1996 100 104.0 95.7 102.3 
1997 100 105.1 96.8 100.9 
1998 100 104.5 94.5 100.7 
1999 100 105.1 93.3 103.7 
2000 100 104.8 94.7 103.9 
2001 100 105.8 96.2 103.2 
2002 100 108.2 97.6 96.6 
2003 100 107.2 98.5 95.3 
2004 100 108.6 97.3 95.5 
2005 100 109.9 97.7 96.2 
表17　雇用者ベースの労働の質の指標
年 全産業 製造業 卸小売業 運輸業
1993 100 92.6 97.2 94.0 
1994 100 93.4 96.8 93.2 
1995 100 93.6 94.9 93.7 
1996 100 93.6 99.9 93.5 
1997 100 94.0 100.2 91.9 
1998 100 92.4 98.2 91.9 
1999 100 93.2 96.3 96.9 
2000 100 93.4 97.8 98.2 
2001 100 93.1 99.4 98.0 
2002 100 95.0 100.0 91.4 
2003 100 94.6 100.4 90.5 
2004 100 95.6 99.2 91.3 







図 11 全産業 マンアワーと労働の質の変化（93-94＝1） 
 
 
図 12 製造業のマンアワーと労働の質の変化率（93-94＝1） 
 
 
図 13 卸小売業のマンアワーと労働の質の変化（93-94＝1） 
 
 








































































図 11 全産業のマンアワーと労働の質の変化（93-94＝1） 
 
 
図 12 製造業のマンアワーと労働の質の変化率（93-94＝1） 
 
 
図 13 卸小売業のマンアワーと労働の質の変化（93-94＝1） 
 
 
















































図 11 全産業のマンアワーと労働の質の変化（93-94＝1） 
 
 
図 12 製造業のマンアワーと労働の質の変化率（93-94＝1） 
 
 
図 13 卸小売業のマンアワーと労働の質の変化（93-94＝1） 
 
 
















































図 11 全産業のマンアワーと労働の質の変化（93-94＝1） 
 
 
図 12 製造業のマンアワーと労働の質の変化率（93-94＝1） 
 
 
図 13 卸小売業のマンアワーと労働の質の変化（93-94＝1） 
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),,( LKKAXY ICTICTnon                               (11) 
となる.ただし, Aは技術進歩（TFP）である. 
次に,両辺の対数をとって,時間で差分をとると,次のようになる. 
AΔLΔvKΔvKΔvYΔw LICTKICTnonKY ICTICTnon lnlnlnlnln            (12) 
ただし,Y は実質付加価値, Δは増加分である.例えば, )1(ln)(lnln  tYtYYΔ である. 
式(11)を労働投入のマンアワー H で割ると,次のようになる. 










Kk ICTnonICTnon   , H
Kk ICTICT  , L は質を考慮した労
働投入である.そして, w はアウトプットシェア, v はインプットシェアである.その際に,
アウトプットのシェアは,名目付加価値から,インプットのシェアは,それぞれの分配率か








93-94 94-95 95-96 96-97 97-98 98-99 99-00 00-01 01-02 02-03 03-04 04-05
年




















),,( LKKAXY ICTICTnon                               (11) 
となる.ただし, Aは技術進歩（TFP）である. 
次に,両辺の対数をとって,時間で差分をとると,次のようになる. 
AΔLΔvKΔvKΔvYΔw LICTKICTnonKY ICTICTnon lnlnlnlnln            (12) 
ただし,Y は実質付加価値, Δは増加分である.例えば, )1(ln)(lnln  tYtYYΔ である. 
式(11)を労働投入のマンアワー H で割ると,次のようになる. 










Kk ICTnonICTnon   , H
Kk ICTICT  , L は質を考慮した労
働投入である.そして, w はアウトプットシェア, v はインプットシェアである.その際に,
アウトプットのシェアは,名目付加価値から,インプットのシェアは,それぞれの分配率か








93-94 94-95 95-96 96-97 97-98 98-99 99-00 00-01 01-02 02-03 03-04 04-05
年
















),,( LKKAXY ICTICTnon                               (11) 
となる.ただし, Aは技術進歩（TFP）である. 
次に,両辺の対数をとって,時間で差分をとると,次のようになる. 
ALΔvKΔvKΔvYΔw LICTKICTnonKY ICTICTnon lnlnlnlnln            (12) 
ただし,Y は実質付加価値, Δは増加分である.例えば, )1(ln)(lnln  tYtYYΔ である. 
式(11)を労働投入のマンアワー H で割ると,次のようになる. 










Kk ICTnonICTnon   , H
Kk ICTICT  , L は質を考慮した労
働投入である.そして, w はアウトプッ シェア, v はインプットシェアである.その際に,
アウトプットのシェアは,名目付加価値から,インプットのシェアは,それぞれの分配率か








93-94 94-95 95-96 96-97 97-98 98-99 99-00 00-01 01-02 02-03 03-04 04-05
年
学歴の変化 性の変化 年齢の変化 マンアワー変化
　⑿
ただし，Y は実質付加価値，⊿は増加分であ
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年の 16.8 までに増加傾向となっている.そ に対して年齢,性,マンアワーは労働の質の変
化率へ与える影響はほとんどみられない. 
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年の 16.8 までに増加傾向となって る.それに対して年齢,性,マンアワーは労働の質の変
化率へ与える影響はほとんどみられない. 
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資本の分配率（ Kv ）は,次のようにする. 
LK vv  1                                                                  (15) 
その際,ICT 資本と非 ICT 資本の分配率は,1990 年から 2005 年までの名目資本ストックか
らシェアを取って作成する. 
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その際,ICT 資本と非 ICT 資本の分配率は,1990 年から 2005 年までの名目資本ストックか
らシェアを取って作成する. 
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図 18 製造業の労働生産性上昇の要因分解 
 
図 19 卸小売業の労働生産性上昇の要因分解 
 





















































図 18 製造業の労働生産性上昇の要因分解 
 
図 19 卸小売業の労働生産性上昇の要因分解 
 





















































図 18 製造業の労働生産性上昇の要因分解 
 
図 19 卸小売業の労働生産性上昇の要因分解 
 
























































































































































































































































































































































































































































全産業 製造業 卸小売業 運輸業
ICT資本 非ICT資本 ICT資本 非ICT資本 ICT資本 非ICT資本 ICT資本 非ICT資本
1993－1997 1.00 35.34 1.31 42.65 0.29 26.25 0.36 41.19
1997－2001 2.11 38.17 2.80 49.23 0.65 28.01 0.53 42.92
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